
世界の新しい潮流 

地政学・地経学・戦略的競争からみる世界 

「国際人をめざす会」交流会（2019年12月17日） 
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「地政学の逆襲」(The Return of Geopolitics) 

ロシアの再台頭 
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Cf. Walter Russell Mead, “The Return of Geopolitics” 
     Foreign Affairs (May/June, 2014) 
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「地政学の後退」(Geopolitical Recession) 

ロシアの再台頭 

難民の流入 

都市型テロリズム 

中国の台頭 

北朝鮮核開発 

ロシアの再台頭 

米リバランス政策 

ロシアが東欧や中東への「ハイブリッドな
介入」を展開し、シリア内戦の泥沼化によ
る大量の難民の流入や、これに付随する都
市型テロの脅威に直面 

中国の軍事的台頭と海洋進出、北朝鮮の核・ミ
サイル開発の進展により、その安全保障環境が
厳しさを増している 

アジアと欧州の「安全保障の地理」はリスクの濃度を高めながら縮小した 

欧州の戦略環境 アジアの戦略環境 

→ユーラシア大陸に広大な「戦略的真空」が浮上 
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「地経学の拡大」(The Expansion of Geoeconomics) 

Source: Merics Website  
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参考：拙稿「地政学と地経学：秩序の真空埋める『経済の地理』」 

出典：『読売新聞』（2016年3月28日） 
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もう一つの視点：人口動態からみた世界 

出典：国連経済社会局「世界人口統計2019年版データブックレット」 

世界人口：77億人(2019)→97億人(2050)→109億人(2100)  サハラ以南アフリカ・南アジアの増加率が高い       

     ＊世界人口増の鈍化が急速に進むという研究もある (ブリッカー/イビットソン、2019） 

パワー変動： 中国・ロシアにおける生産年齢人口の頭打ちと高齢化の進展 →  

       米国の例外的な人口増加（移民政策に影響される） 

       米国の同盟国の少子高齢化の進展 → 同盟関係の非対称性を増大させる       



参考：拙稿「人口動態の地政学：変わる世界のパワー」 

出典：『読売新聞』（2019年9月30日） 
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出典：首相官邸「安全保障と防衛力に関する懇談会」（2018年9月21日） 

中国の軍事力（海上・航空戦力）の増強 


